
 

 

 

 

 

 

《全学年》どんなに才能があっても、結局、元気でなきゃダメ（黒柳 徹子） 

 

「職業能力開発校」は、職業能力開発促進法第 16 条に基づき、主として都道府県が設置し、地

域における職業訓練の基盤となる職業能力開発施設として「普通職業訓練」を行う施設です。県内

には、「県立浦添職業能力開発校（浦添市大平）」と、「県立具志川職業能力開発校（うるま市兼箇

段）」の２校があります。 

県内２校の職業能力開発校における「短期課程（中学校卒業・卒業見込みの者から入校できる訓

練科）」は、以下のように設置されています。 
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電気工事科 １年 20 

求職者または中学校・高等学校卒業見込みの者で、公共

職業安定所で職業相談を受けた者。 

建設機械整備科 １年 20 

配管・建物設備科 １年 20 

溶接・板金塗装科 １年 20 

エクステリア科 １年 10 

オフィスビジネス科 １年 10 

求職者または中学校・高等学校卒業見込みの者で、公共

職業安定所で職業相談を受けた者。また、身体障害者手

帳の交付を受けている者。 

調理科（委託訓練） 
「専門学校 大育」で実施 

１年 18 
求職者または中学校・高等学校卒業見込みの者で、公共

職業安定所で職業相談を受けた者。 
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造園ガーデニング科 １年 20 求職者または中学校・高等学校卒業見込みの者で、公共

職業安定所で職業相談を受けた者。 
 

※総合実務科・オフィスビジネス科（身体障がい者対象）

は、身体障害者手帳の交付を受けている者が対象。 

※オフィスビジネス科(後期)は、８月に募集予定 

総合実務科 
（知的障がい者対象） 

１年 20 

オフィスビジネス科 
（身体障がい者対象） 

６カ月 

(前期) 

７ 

オフィスビジネス科 13 

 

職業能力開発校への入校は、「中学校

で進路相談」→「公共職業安定所（ハロ

ーワーク）で相談」→「応募書類提出」

→「入校選考試験」の流れとなります。 

入校選考試験は「筆記試験（国語・数

学合わせて 60 分）」と「面接」です。 

短期課程の入校選考試験は「３月実施」

のみでしたが、浦添職業能力開発校では、

「Ｂ日程（１月実施：中学新卒・離転職

者対象）」が行われます。 

 

◇厚生労働省管轄 「職業能力開発校」について◇ 

希望
（のぞみ）

 42 号 
令和 ７年１０月 ９日（木） 

那覇市立松城中学校 
日本のテレビ放送開始からの出演者。「同一司会者のトーク番組(徹子の部屋)放送
回数」と「世界で最も発行された自叙伝(窓ぎわのトットちゃん) 」はギネス記録。

 
「浦添職業能力開発校」合格・入校までの流れ（Ｂ日程） 

(中学新卒者はオレンジ色の矢印) 

※「職業能力開発校」を修了した場合、
「職歴」として扱われます。 

（学歴は「中学校卒業」のままです） 


